2008年10月22日防災訓練用・災害対策本部対応チェックリスト
・新宿キャンパス災害対策本部メンバー（10月22日防災訓練用案、設置場所：２階Job Station前）
参考資料：災害対策本部組織表-名簿.xls、災害対策本部にける情報の流れ図.doc

　　　　　プレス資料.doc、全体概要図.pdf、プレス発表資料-工学院大学.doc

本部長：大橋理事長、統括：三浦学長→意思決定、館内放送

統括班（情報整理）：水野学長補佐、高橋事務局長、中村大学事務局長、田村部長、橘部長
統括班（STEC担当）：伊藤常務取締役　　　記録係：宇治原→情報・意思決定・人の流れを記録
統括班（被害情報）：吉田常務理事、柴田部長→傷病者、建物被害（無線）
統括班（周辺情報）：木村常務理事、杉﨑参与→地震・震度、八王子キャンパス、西口現地本部、

統括班（安否情報）：佐藤学長補佐、半澤課長→学生ボランティア・傷病者受入（無線）、避難者（参加者）
情報収集班（受付）：西岡、山口、岡本、今井→受付、情報伝達（無線、IP電話・FAX、災害時優先電話）
情報システム班：名取、高橋(佳)　　サポートスタッフ：長能、久保、遠藤、柴山
学生ボランティア：３名→データ入力、記録補助作業
・通話手段（電話番号・担当者などの詳細は当日配布）
・IP電話・FAX：八王子キャンパス災害対策本部、新宿駅西口現地本部、新宿中央公園
・IP電話のみ：各事務室、防災センター、警備室

・携帯無線（４機：学内２機、学外２機）：各事務室、傷病者担当（１階フロア：担当者は別紙）、要援護者担当（B1：千葉・関根）、学生ボランティア１（都議会棟→新宿中央公園：担当者は別紙）、学生ボランティア２（B2体育館→新宿中央公園：担当者は別紙）
　無線主担当　学内１：西岡　学内２：中村　　学外１：今井　　学外２：田村

・災害時優先電話：八王子キャンパス災害対策本部、新宿駅西口現地本部
・LAN de Voice：各事務室に設置→各事務室における緊急対応活動開始、対応失敗、避難開始が本部スクリーンに表示。一斉通報なども可能。
・訓練において本部と連絡調整する機関・場所など

新宿キャンパス内

・各系列学科事務室：主任教授・幹事など（２７・２５・２３・１９・１７階）→被害情報など

・大学・法人事務室・情報センター事務室（１２・１３・１４階・中層棟エクステンションセンター）
・生協：購買部（地下一階）、食堂部（中層棟７階）→被害情報など
・各系列学科一時避難所：建築系（９階）、電気・情報系（８階）、化学系（７階）、機械系（６階）

　→学生の安否確認情報、各系列学科の傷病者・フロア被害情報など

・警備室・防災センター（大学地下一階・STECビル地下一階）→被害情報・館内放送など

・１階アトリウム北東側：新宿駅西口地域現地本部→本学・新宿区・東京都・地域事業者などが参加
　→新宿地域情報、交通機関情報、広域被害情報、震度情報、学生ボランティア派遣要請など
・１階アトリウム北側：消防本部指揮所・応急救護所・１次トリアージポスト：本学職員・新宿消防署・東京DMATなど→傷病者の受入れ・救命救護活動指示、訓練119番通報、消防本部指揮隊長などとの連携

・１階アトリウム南側：（仮）東京医科大学病院：医師・職員など→直接連絡は無し

・地下１階：災害時要援護者一時避難所、要援護者役・付添い役学生→要援護者受入れ要請
八王子キャンパス内

・八王子キャンパス災害対策本部：大澤八王子事務部長など（２号館庶務部）→八王子情報

新宿西口地域（→ 学生ボランティア派遣要請が、新宿駅西口地域現地本部を経由して大学に入ります）

・東京都議会堂：災害時要援護者一時避難所→東京都職員・本学学生ボランティア参加
・新宿中央公園：駅前滞留者・帰宅困難者一時避難所→体験型訓練会場、新宿区職員・学生ボランティア

・西口駅前広場など：滞留者・帰宅困難者発生場所→本学学生・引率教職員が参加
その他（→ 本学本部との直接のやり取りはありません。全て新宿駅西口地域現地本部を経由）

・新宿区役所：新宿区災害対策本部、新宿駅東口地域現地本部：新宿区職員・地域事業者など参加
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図１　新宿駅西口地域における平成20年度地震防災訓練概要
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図２　新宿キャンパス内の主な訓練の流れと会場

・訓練の主な流れとチェックリスト（進行状況により時間は前後します）

13:00　災害対策本部（２階Job Station前）に集合、各人の持ち場・役割・作業を確認

13:30　訓練開始・想定地震発生、周辺状況を確認後、２階Job Station前に参集

13:35　本部立上げ（→参集状況・役割分担の確認、情報収集の開始など）

13:40　本部活動開始（→各所に連絡・被害状況の把握と整理、基本方針の確認）

13:50　本部活動（→全館放送、東京都から学生ボランティア派遣要請、要援護者の受入要請）

13:55　本部活動（→東京都から学生ボランティア派遣要請、要援護者の受入要請）

14:00　本部活動（→各地の被災・傷病者や学生ボランティア派遣状況の把握、基本方針の検討）

14:10　本部活動（→各所の状況把握・続き）

14:40　本部活動（→被害・避難者情報の取りまとめ、意思決定）
15:00　本部終了、体験型訓練へ参加。
16:00　訓練終了。学長より館内放送。反省会（新宿消防署の講評あり）。

17:00　全ての訓練終了。後片付け。
・訓練の流れとチェックリスト（→人名は主たる担当者）

13:00　災害対策本部（２階Job Station前）に集合
　→各人の持ち場・役割・作業を確認。現地情報収集班と携帯無線機の通話確認、など。
13:30　訓練開始・想定地震発生、館内放送、周辺状況を確認後、２階Job Station前に参集

13:35　本部立上げ（→参集状況・役割分担の確認、情報収集の開始など）

状況
・（１階フロアにて）新宿駅西口地域本部の立上げ。傷病者の搬入開始、訓練119番通報、傷病者の簡易振分け（歩ける・歩けない）、応急救護活動の実施。学生ボランティア50名が補助。
・（上層階）発災対応訓練開始、フロアリーダーによるフロアチェック、学科リーダーによる学科チェック、火災・傷病者・閉じ込めへの対応。対応失敗時の防災センター・警備室に通報。
・（新宿駅西口駅前など）駅前滞留者・災害時要援護者・介護者役の学生が移動開始。

本部活動

・参集状況・役割分担の確認（名簿を使用→高橋・中村）

・被害概況を確認：地震情報・震度情報（緊急地震速報、震度分布情報など→システム班→木村・杉崎）、建物被害情報（リアルタイム情報システムによる構造被害など→システム班→吉田・柴田）、などを使用
・本部活動記録を開始（→宇治原）
13:40　本部活動開始（→各所に連絡・被害状況の把握と整理、基本方針の確認）
状況
・（１階フロアにて）新宿駅西口地域本部の活動開始。多数の傷病者が搬入、応急処置の継続。

・（上層階）発災対応訓練の継続。
・（新宿駅西口駅前など）駅前滞留者・災害時要援護者・介護者役の学生が移動中。

本部活動

・被害状況の把握（LAN de Voiceなど→情報システム班、協力：遠藤→統括班）。

・警備室・防災センターと連絡（本部立上げ報告）、概況を把握（→受付、吉田・柴田）。
・八王子キャンパス災害対策本部と連絡、概況を把握（→受付、木村・杉崎）。
・新宿駅西口地域本部（１階フロアにて）の立ち上げを確認（→受付、木村・杉崎）。

・ガントチャートシステムによる対応進行の確認（→情報システム班、協力：遠藤→統括班）

・基本方針の確認（→大橋本部長・三浦統括）：傷病者の受入れ（１階アトリウムでの応急救護所開設）、地下１階出入口を管理と災害時要援護者（地下１階広場）の一時受入れ（職員(千葉・関根)を派遣）、都・区からの学生ボランティア派遣要請の承諾（→佐藤・半澤）、など

・館内放送準備（STECビルB1階の防災センターへ移動→三浦学長）
・被害状況の把握と整理→ホワイトボードへの書き出し、意思決定（16時終了まで継続）

　被害情報（→吉田・柴田）：傷病者数・内訳（１階フロア：トリアージ開始前は歩ける・歩けないで振分け、開始後はタグ赤：重症、黄：中症、緑：軽症、黒：ほぼ死亡→今回は無）、学内の被災情報を集計（火災→鎮火有無、閉じ込め→成否、負傷者→救助・搬送など）。特に重要情報（初期消火、重傷者対応の失敗報告など）は場所・状況を記録。

　安否情報（→佐藤・半澤）：上層階での避難状況把握（LAN de Voice、避難把握システムなど）、ボランティア派遣状況（人数・場所など）、要援護者の受入（人数・対応など）、教職員・学生の避難者数・学科別内訳（指定避難所からの情報）など

　周辺情報（→木村・杉崎）：地震・震度情報、八王子キャンパスの情報、西口地域本部から周辺や交通情報など。その他、Web GISシステムにより各地から入力された情報が見られます（新宿地域情報、および広域帰宅ルート情報など）

13:50　本部活動（→全館放送、東京都から学生ボランティア派遣要請、要援護者の受入要請）
状況
・（１階フロアにて）新宿駅西口地域本部の活動継続。多数の傷病者搬入、応急救護活動を継続。
・（上層階にて）各学科で発災対応訓練が徐々に終了。学科リーダーの指示により指定避難階に避難開始。避難状況把握システム（協力：情報通信機構）で避難階段の込み具合などを把握できます。
・（新宿駅西口駅前など）災害時要援護者・介護者役が工学院大学地下１階に到着し始める。

・（都庁議会堂１階）学生ボランティアが活動準備（時間の関係上、本部からの派遣指示は後になります）。
本部活動

・全館放送（STEC地下１階・防災センター→三浦学長）→アナウンス内容案：２階Job Station前に災害対策本部立上げ、落ち着いて行動すること、現状の報告（建物の構造的被害は大きくない。１階フロアに応急救護所を設置）。行動指示（フロアリーダーはフロアを確認、学科リーダーは担当学科の状況を確認し、何かあった場合、応急対応を行う。対応できなかった場合のみ、防災センター・警備室、また災害対策本部に連絡。負傷者が出た場合、京王プラザ側階段から１階フロアへ搬送。その他の者は各学科指定の避難階に避難を開始。学科リーダーは指定避難所で安否確認・学科の被害情況をまとめ、災害対策本部へ報告）。

・東京都から西口地域本部を経由して学生ボランティアを都議会堂に派遣要請（25名の学生）→派遣指示（訓練時間の都合上、既に学生は都議会堂前に待機済み。西口本部に派遣承認を伝達の後、都議会堂の担当職員に無線にて活動開始を指示→佐藤・半澤）。派遣人数・場所・時間を確認。
・警備室から災害時要援護者の地下１階への受入れの可否問合せ→職員(千葉・関根)に無線で受入れ指示（→佐藤・半澤）。受入れ人数・時間・対応を確認。
・八王子キャンパス災害対策本部と連絡、被災状況を把握（→木村・杉崎）。

13:55　本部活動（→新宿区から学生ボランティア派遣要請、要援護者の受入要請）

状況
・（防災センターより館内放送）避難階段・避難階の安全が確認された。行動指示（学科リーダーは担当学科の状況を確認し、応急対応を行う。対応できなかった場合のみ、防災センター・警備室、また災害対策本部に連絡し、避難を開始。負傷者が出た場合、京王プラザ側階段から１階フロアへ搬送。その他の者は各学科指定の避難階に避難。その際、奇数階は京王プラザ側階段を、偶数階は新宿駅側の階段を利用。学科リーダーは指定避難所で安否確認・学科の被害情況をまとめ、災害対策本部へ報告）。

・（上層階にて）各学科で発災対応訓練がほぼ終了。学科リーダーの指示により指定避難階に避難開始。
・（１階フロアにて）西口本部の活動継続。新宿消防庁指揮隊・救助隊が到着、東京DMATに派遣要請。
・（新宿駅西口駅前など）災害時要援護者・介護者役を工学院大学地下１階に収容。

・（都庁議会堂１階）都職員と協働し、学生ボランティアが活動開始。
・（新宿区中央公園）新宿区職員が学生ボランティアの派遣要請。
本部活動

・新宿区から西口地域本部を経由して学生ボランティアを新宿中央公園に派遣要請（75名の学生）→派遣指示（無線にて職員と連絡し、地下２階体育館に待機している学生75名を派遣→佐藤・半澤）。派遣人数・場所・時間を確認。
14:00　本部活動（→各地の被災・傷病者や学生ボランティア派遣状況の把握、基本方針の検討）

状況
・（上層階にて）各学科で発災対応訓練が終了。学科リーダーの指示により指定避難階に避難開始。
・（１階フロアにて）東京DMAT到着、１次トリアージポスト（TP）開設、高層階からの傷病者搬送。赤・黄タグの者は救急隊と学生ボランティアの補助により(仮)東京医科大学病院へ搬送、２次トリアージ開始。
・（都庁議会堂１階）都職員と協働し、学生ボランティアが活動中。
・（新宿区中央公園）学生ボランティアが到着中。
本部活動

・防災センター・警備室から状況報告（上層階の対応失敗報告などを確認→受付、吉田・柴田）

・傷病者対応状況の把握（１階フロア）：傷病者の人数・内訳など。１階フロアにて東京DMAT到着、１次トリアージポスト開設、トリアージ開始。学生ボランティア４名が記録補助、50名が搬送補助活動（→受付、佐藤・半澤）。傷病者数・内訳の確認（→吉田・柴田）。
・派遣ボランティア状況の把握（都議会堂・新宿中央公園）：人数・状況などを確認（→受付、佐藤・半澤）。

・災害時要援護者の受入れ状況の把握（地下１階）：情報提供、受付・飲料水提供・受入れ人数確認など（→受付、佐藤・半澤）

・八王子キャンパス災害対策本部と連絡：互いの被害状況報告（→木村・杉崎）

・新宿駅西口地域本部との連絡（１階フロア）：被害状況報告、周辺情報入手（→受付、木村・杉崎）。

・高層階避難状況の確認：リアルタイム避難状況把握システム（協力：情報通信機構）、各系列学科事務室など（IP電話・無線など）→避難階段が渋滞などの場合、防災センターに対応指示、傷病者は１階フロア（→システム班→吉田・柴田）。

・本部対応基本方針の検討（→大橋本部長・三浦統括）：周辺状況が分かるまで原則として学生を帰宅させない。ダミー対応（低層階一時避難場所における宿泊準備・物資調達指示など）。

14:10　本部活動（→各所の状況把握・続き）

状況
・（上層階にて）学科リーダーの指示により指定避難階で安否・被害状況を確認中。
・（１階フロアにて）東京DMATによる１次TP、(仮)東京医科大学病院への搬送、２次TP継続。
・（都庁議会堂１階）都職員と協働し、学生ボランティアが活動中。
・（新宿区中央公園）新宿区職員と協働し、学生ボランティアが活動、および体験型訓練も開始。
本部活動

・学生ボランティアの状況を無線で把握（都庁議会堂、新宿区中央公園→佐藤・半澤）
・新宿駅西口地域本部との連絡（１階フロア）：被害状況報告、周辺情報入手（→受付、木村・杉崎）。

・指定避難所の状況確認：指定避難所での状況を無線で把握（→吉田・柴田）。

14:20　本部活動（→各所の状況把握・続き）

状況
・（都庁議会堂１階）要援護者・介護役・学生ボランティアが新宿中央公園に移動開始。
本部活動

・学生ボランティアの状況を無線で把握（都庁議会堂、新宿区中央公園→佐藤・半澤）
・指定避難所の状況確認：指定避難所での状況を無線で把握（→吉田・柴田）。

14:30　本部活動（→各所の状況把握・続き）
状況
・（上層階にて）学科リーダーの指示により指定避難階で安否・被害状況の確認終了、本部へ報告。
・（１階フロアにて） (仮)東京医科大学病院への搬送・２次TPがほぼ終了。
・（新宿校舎各所）体験型訓練・講演型訓練・展示・デモなどを開始、学生・教職員が参加。

・（新宿区中央公園）新宿区職員と協働し、学生ボランティアが活動、および体験型訓練も開始。
本部活動

・指定避難所より安否確認・被害報告：避難者情報（人数など）、各フロア被害情報。被害と対応情報（→受付、吉田・柴田）。安否確認・避難者数情報（→受付、佐藤・半澤）
・八王子キャンパス災害対策本部と連絡：互いの被害状況報告、八王子市役所からの情報（→木村・杉崎）

・傷病者状況の把握（１階フロア→受付、吉田・柴田）

14:40　本部活動（→被害情報の取りまとめ、意思決定）
状況
・（新宿校舎各所）体験型訓練・講演型訓練・展示・デモなどを開始、学生・教職員が参加。

・（新宿区中央公園）学生ボランティアが活動・体験型訓練を継続。
本部活動

・被害状況の整理
　被害情報（→吉田・柴田）：傷病者数・内訳（タグ赤：重症、黄：中症、緑：軽症、黒：ほぼ死亡→今回は無）、学内の被災情報を集計（火災→鎮火有無、閉じ込め→成否、負傷者→救助・搬送など）。特に重要情報（初期消火、重傷者対応の失敗報告など）は場所・状況・対応結果を記録。

　安否情報（→佐藤・半澤）：ボランティア派遣（人数・場所など）、要援護者の受入（人数・対応など）、教職員・学生の避難者（参加者）数・内訳（指定避難所かたの情報）など

　周辺情報（→木村・杉崎）：地震・震度情報、八王子キャンパスの被害情報、西口地域本部から周辺や交通情報など帰宅困難者への有用な情報など。
15:00　本部終了、体験型訓練へ参加

状況
・（新宿校舎各所）体験型訓練・講演型訓練・展示・デモなどを開始、学生・教職員が参加。

・（新宿区中央公園）学生ボランティアが活動・体験型訓練を継続。
本部活動

・活動終了、結果・記録の保存（→宇治原、ほか全員）。体験型訓練へ参加。
16:00　訓練終了。学長より館内放送。反省会。

状況
・（全会場）訓練終了、アンケート回収
本部活動

・訓練終了の館内放送（防災センターにて→三浦学長）。本部メンバーは２階Job Stationへ集合（→全員）。
・反省会。新宿消防署長から講評、各所からの状況報告、次年度への反省点などを報告・記録（→全員）。
17:00　全ての訓練終了。後片付け。
長距離無線LANによる非常時通信








工学院大学八王子キャンパス


・情報受発信訓練（八王子地域情報）


大妻女子大学・


星陵女子短期大学


・情報受発信訓練（広域情報）








新宿駅


・駅前滞留者誘導訓練など


・情報受発信訓練（運行状況など）








新宿区役所・東口現地本部


・情報受発信訓練





東京医科大学病院（工学院大内仮設置）


・傷病者対応訓練（２次トリアージなど）





東京都議会棟１階


・災害時要援護者受入れ訓練


・学生ボランティア活動訓練





新宿中央公園


・角筈特別出張所・現地本部


・西口地域・情報提供拠点


・学生ボランティア活動訓練


・体験型訓練





工学院大学新宿キャンパス


・超高層ビル発災対応型訓練


・西口地域現地本部活動訓練


・傷病者対応訓練（トリアージなど）


・災害時要援護者受入れ訓練


・広域情報共有訓練（八王子など）


・体験型訓練・講演・展示など








展示・デモ


３階アーバンテックホール


講演型・学習型訓練


５階・６階教室など





体験型訓練


地下１階：AED・心肺蘇生


１階：起震車・消火器・応急救護・炊出しなど


４階：煙体験





災害対策本部（２階）





西口現地本部・傷病者対応訓練（１階）





安否確認訓練


被災状況確認訓練


（５～８階）








避難訓練（健常者・傷病者）





発災対応型訓練（9, 12階以上全フロア）








